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漢字かな交じり書と漢字造型の二つの新しい書美の探究を目指す

第37回不二現代書展

https://shogakuin.nihonshodou.or.jp/

神田書学院（03）3265-5491
書学院日本書道教育学会 

公益財団法人

書道・ペン・篆刻の教室

古典臨書や写経、作品研究を中心とした特設科コース、
指導者養成セミナー等、多数の講座をご用意しております。

〈会場〉神田書学院（書道学会ビル3・4F）
東京都千代田区西神田2-2-3
TEL 03-3234-3956

4 26〔金〕 〔日〕4 28～

4 月 受 講 生 募 集4 月 受 講 生 募 集

見学随時受付中！

体験入学実施中！ 

4/23（火） 10：00～11：30

4/24（水） 13：00～14：30
18：30～20：00

4/26（金） 18：30～20：00
4/30（火） 10：00～11：30

4/16（火） 10：00～11：30

4/17（水） 13：00～14：30
18：30～20：00

4/19（金） 18：30～20：00
4/20（土） 13：00～14：30

4/16（火） 18：30～20：00
4/23（火） 18：30～20：00
4/24（水） 10：00～11：30
4/30（火） 18：30～20：00

書　道

ペ　ン

4/20（土） 10：00～11：30
4/28（日） 10：00～11：30

篆　刻

◆体験入学スケジュール◆

【主催】公益財団法人 日本書道教育学会  書学院※詳細は本誌64頁をご覧ください。　

右のQRコードから
お申し込みください。

川奈書学院（0557）45-3265

2024

兵庫県立美術館ギャラリー棟3階 ギャラリー
（兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１丁目１－１）

文部科学大臣賞・兵庫県知事賞 他　特別賞作品（公募および役員）
公募賞候補入選および入選作品

展示作品

文部科学大臣賞・兵庫県知事賞 他　特別賞作品（公募および役員）
審査会員および無鑑査作品

展示作品

26日（火） 15時開展～18時（入場は17時30分まで）
27日（水） 10時～18時（入場は17時30分まで）
28日（木） 10時～15時閉展

29日（金） 10時～18時（入場は17時30分まで）
30日（土） 10時～18時（入場は17時30分まで）
31日（日） 10時～14時閉展

令和6年3月26日（火）～28日（木）

令和6年3月29日（金）～31日（日）

第一会期

第二会期

会　場

【主催】公益財団法人 日本書道教育学会
【後援】文化庁・兵庫県・神戸市・神戸市教育委員会

令和 6 年 3 月 25 日印刷　令和 6 年 4月 1 日発行　毎月 1 回 1 日発行
第72巻第 4 号　通巻第850号
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六校24.4月号

会
友
～
準
六
段

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉 �

早
朝
の
庭
に
雀
の
子
が
二
羽
や
っ
て
き
て
遊
ん
で
い
る
。
そ
の
さ
え
ず
り
が
朝
の
静
け
さ
を

一
層
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

〈
作
者
〉 �

伊
藤
左
千
夫
（
一
八
六
四
〜
一
九
一
三
）

〈
出
典
〉 �「
左
千
夫
歌
集
」
岩
波
文
庫

青あ
を

苔ご
け

に
花
散
る
庭に

は

に
お
り
遊
ぶ
雀す

ず
め

の
子
二ふ

た

つ
朝
の
静し

づ

け
さ

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉 �

満
開
の
桜
の
時
期
、
山
を
見
渡
す
と
頂
上
の
方
ま
で
桜
色
に
染
ま
っ
て
お
り
、
空
ま
で

が
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

〈
出
典
〉 

千
載
和
歌
集　

巻
一　

春
上　

51

花
ざ
か
り
春
の
や
ま
べ
を
見
わ
た
せ
ば
空そ

ら

さ
へ
に
ほ
ふ
心こ

こ

ち
こ
そ
す
れ

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

5 月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

春
さ
れ
ば
道
の
隈く
ま

々ぐ
ま

お
の
づ
か
ら
山や
ま

吹ぶ
き

咲
け
り
大お
ほ

原は
ら

の
里さ
と�

（
伊
藤
左
千
夫
）

な
つ
ご
ろ
も
花
の
た
も
と
に
ぬ
ぎ
か
へ
て
春
の
か
た
み
も
と
ま
ら
ざ
り
け
り （
千
載
和
歌
集
巻
三
夏
136
）

霜
禽
欲
下
先
偸
眼　

粉
蝶
如
知
合
斷
魂�

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
I
）

あ
か
と
き
の
四よ

じ時
に
鐘か
ね

し
て
起
き
い
づ
る
山
寺
の
そ
ら
や
星
ち
か
く
あ
り
（
中
村
憲
吉
）

さ
つ
き
ま
つ
花は
な

橘
た
ち
ば
な

の
か
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖そ
で

の
か
ぞ
す
る
（
古
今
和
歌
集
巻
三
夏
139
）

人
明
謙
恕�

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
I
）

新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

春
の
う
み
に
淡
路
島
か
げ
大
き
な
り
山
に
は
垂た

り
て
に
ご
る
綿わ

た

雲ぐ
も

〈
大
意
〉 �

の
ど
か
な
春
の
日
、
鳴
門
か
ら
瀬
戸
内
海
を
望
む
と
、
淡
路
島
が
大
き
く
見
え
、
山
に
は

雨
が
降
っ
て
い
る
の
か
、
う
す
黒
い
雲
が
掛
か
っ
て
い
る
。

〈
作
者
〉 

中
村
憲
吉
（
一
八
八
九
〜
一
九
三
四
）

〈
出
典
〉 「
中
村
憲
吉
歌
集
」
岩
波
文
庫

漢 
字 
半 
紙

〈
出
典
〉

�  

「
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
I
」
日
下
部
鳴
鶴

左
の
語
句
を
、
半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
） 

漢 

字 

条 

幅

左
の
漢
詩
の
傍
線
部
の
十
四
字
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を

縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

疎そ

影え
い

橫お
う

斜し
ゃ

し
て
水み
ず

清せ
い

浅せ
ん

。
暗あ
ん

香こ
う

浮ふ

動ど
う

し
て
月つ
き

黄こ
う

昏こ
ん

。

〈
大
意
〉 �

疎
ら
な
（
梅
の
）
枝
が
清
く
浅
い
水
に
斜
め
に
影
を
映
し
、
ほ
の
か
な
香
り
が
お
ぼ
ろ

月
の
中
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
漂
っ
て
く
る
。

〈
出
典
〉�「
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
」
よ
り
「
山
園
小
梅
（
林
逋
）」

衆
芳
搖
落
獨
暄
妍　

占
盡
風
情
向
小
園

疎
影
橫
斜
水
清
淺　

暗
香
浮
動
月
黄
昏

霜
禽
欲
下
先
偸
眼　

粉
蝶
如
知
合
斷
魂

幸
有
微
吟
可
相
狎　

不
須
檀
板
共
金
尊

　
今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部 �

今
月
の
出
品
期
間
4
月
1
日

（月）
～
4
月
10
日

（水）
必
着

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典（
講
談
社
）、
五
體
字
類（
西
東
書
房
）、
大
字
典（
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑（
書

藝
文
化
新
社
）、
広
辞
苑（
岩
波
書
店
）、
古
語
辞
典（
旺
文
社
）な
ど
を
見
た
い
。

左
の
語
句
を
、
半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
仮
名
用
料
紙
の
使
用

も
可
／
変
体
か
な
の
使
用
、
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
）  

か 

な 

半 

紙

空う
つ

蟬せ
み
の
世よ

に
も
に
た
る
か
花は
な

ざ
く
ら
さ
く
と
見み

し
ま
に
か
つ
ち
り
に
け
り

〈
大
意
〉

   �

花
ざ
く
ら
は
は
か
な
い
こ
の
世
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
で
あ
る
よ
。
咲
く
か
と
思
っ
て
見
て

い
る
間
に
、
も
う
片
は
し
か
ら
散
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
よ
。

〈
出
典
〉

�   

古
今
和
歌
集　

巻
二　

春
下　

73　

読
人
知
ら
ず

温
慈
惠
和

未
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枯
樹
賦
　

褚
遂
良

殷
仲
文
。
風
流
儒
雅
。
海4

内
知
名
。
代
異
時
移
。
出
爲
東
陽
太
守
。
常
忽
々
不
樂
。
顧
庭
槐
而
歎
曰
。
此
樹
婆
娑
。
生
意
盡
矣
。

至
如
白
鹿
貞
松
。
靑
牛
文
（
梓
）。

枯こ

樹じ
ゅ

賦の
ふ

　
殷い
ん

仲ち
ゅ
う

文ぶ
ん

は
、
風
流
の
儒じ
ゅ

雅が

に
し
て
、
海か
い

内だ
い

に
名
を
知
ら
る
。
代だ
い

異
な
り
時と
き

移
り
、
出い

で
て
東
陽
の
太
守
と
為な

る
。
常
に
忽こ
つ

々こ
つ

と
し
て
楽
し
ま
ず
、

庭
の
槐
え
ん
じ
ゅ

を
顧か
え
り

み
て
歎た
ん

じ
て
曰い
わ

く
、
此
の
樹  

婆ば

娑さ

と
し
て
、
生せ
い

意い

尽つ

く
と
。
白は
く

鹿ろ
く

の
貞て
い

松し
ょ
う

、
青せ
い

牛ぎ
ゅ
う

の
文ぶ
ん

梓し

の
如
き
に
至
り
て
は
、

三校24.4月号

（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）
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�

小 

久 

保 

嶺 

石 

臨　

七校24.4月号

『
枯
樹
賦
』　

褚
遂
良
（
五
九
六
～
六
五
八
）

　

風ふ
う

流り
ゅ
う
儒じ
ゅ

雅が

〈
読
み
〉
風ふ
う
り
ゅ
う流の
儒じ
ゅ
が雅

〈
大
意
〉�

風
雅
を
解
す
る
学
者
。

〈
解
説
〉

○
初
唐
の
三
大
家
で
あ
る
褚
遂
良
三
十
五
才
の
行
書
。

○�

初
唐
の
書
法
は
、
王
羲
之
が
神
格
化
さ
れ
て
お
り
、

蘭
亭
序
に
見
ら
れ
る
た
お
や
か
さ
、
書
線
の
鋭
さ
、

厳
し
さ
が
あ
る
一
方
、
俯
仰
法
を
用
い
、
褚
遂
良

独
自
の
書
法
を
切
り
開
いて
い
く
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。

○�

筆
遣
い
に
見
ら
れ
る
多
彩
な
表
現
を
味
わ
い
な
が

ら
臨
書
し
よ
う
。

※�

俯
仰
法
…
手
首
の
俯
（
下
に
向
け
る
）
と
仰
（
上

を
仰
ぐ
）
に
よ
る
筆
遣
い
。
手
首
の
返
し
を
利
用

し
て
書
く
書
法
で
、
概
し
て
起
筆
の
逆
入
か
ら
始

ま
り
、
送
筆
で
は
筆
の
進
む
方
向
に
筆
の
軸
を
倒

す
書
き
方
。

〈
習
い
方
〉

風
…
蘭
亭
序
の
書
法
に
基
づ
い
て
い
る
。
風
構
え

は
鋒
を
吊
り
上
げ
引
き
締
め
て
反
る
。
厳
し

い
構
え
に
対
し
て
、
内
部
は
柔
ら
か
く
。

流
…�

旁
の
１
画
目
の
点
は
書
か
な
い
（
筆
写
体
）。

三
水
は
２
・
３
画
目
を
続
け
て
い
る
。
偏
と

旁
を
ず
ら
し
な
が
ら
、
太
さ
に
変
化
を
つ
け

て
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。

儒
…� 

第
１
画
の
「
ノ
」
は
側
筆
を
用
い
た
隷
書
の

よ
う
な
書
き
方
。
旁
は
「
而
」
を
上
下
に
重

ね
て
い
る
（
筆
写
体
）。

雅
…�

「
牙
」の
４
画
目
は
縦
画
か
ら
つ
な
が
り
良
く
。

隹
は
「

」
の
あ
と
に
「

」
を
書
く
（
筆

写
体
）。

�

【
用
具
・
用
材
】

筆　

＝
羊
毫
筆　

墨　

＝
顕
微
無
間　

用
紙
＝
松
雪　

 

（
習
い
方
は
29
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
） 

 
『
枯こ

樹じ
ゅ

賦の
ふ

』
よ
り 「
風ふ
う

流
り
ゅ
う

儒じ
ゅ

雅が

」
の
四
字
を
臨
書
し
な
さ
い
。　
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初校24.4月号

鄭
羲
下
碑
　

鄭
道
昭

州
諸
軍
事

平
東
將
軍

光
州
刺
史

父
官
子
寵

［
督
光
］

州
諸
軍
事
・ 

平
東
将
軍
・

光
州
刺
史
た
り
。

父
官
し
、
子
寵
せ
ら
れ
、

（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）
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五校24.4月号

�

永 

井 

香 

樹 

臨　

『
鄭
羲
下
碑
』　

鄭
道
昭
（
？
～
五
一
六
）

　

父
官
子
寵

〈
読
み
〉
父ち
ち

官か
ん

し
、
子こ

寵ち
ょ
うせ
ら
る

〈
大
意
〉�

父
は
栄
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
子
は

寵
愛
を
受
け
た
。

〈
解
説
〉

◯��

磨
崖
碑
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

◯��

円
筆
（
丸
味
の
あ
る
）
で
、
素
朴
で
、

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
ゆ
っ
た
り
書

き
ま
し
ょ
う
。

◯�

文
字
の
中
の
余
白
に
留
意
し
て
、
明

る
く
、
お
お
ら
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

◯�

曲
線
で
。
う
ね
る
線
は
長
さ
、

お
お
ら
か
さ
が
表
現
さ
れ
ま

す
。

（
習
い
方
は
29
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

筆　

＝
兼
毫 

三
号　
　

墨　

＝
和
墨

用
紙
＝
手
漉
漢
字
用
半
紙 

漢
字
半
紙
（
１
級
～
５
級
）

 
『
鄭て
い

羲ぎ

下か

碑ひ

』 

よ
り 「
父ふ

官か
ん

子し

寵ち
ょ
う

」
の
四
字
を
臨
書
し
な
さ
い
。
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六校24.4月号

�

石 

橋 

犀 

水 

書　

（
習
い
方
は
30
ペ
ー
ジ
）

『
行
書
千
字
文
』

  

天て
ん

地ち

玄げ
ん

黄こ
う

（
第
一
句
目
）

〈
読
み
〉�

天
地
玄
黄

〈
大
意
〉�

天
は
黒
色
で
大
地
は
黄
色
で

あ
る
。

〈
解
説
〉　

　

千
字
文
の
一
句
目
の
四
文
字
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

◯�

行
書
体
で
す
。
一
文
字
の
途
中
で
、
鋒

先
を
直
し
た
り
、
補
墨
し
た
り
は
せ

ず
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

◯�

前
画
の
収
筆
は
、
次
画
の
起
筆
に
向

か
い
ま
す
。
途
中
、
筆
を
散
歩
や
一
休

み
を
さ
せ
な
い
で
、
一
文
字
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

◯�

線
の
方
向
、
長
短
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◯�

墨
は
鋒
先
の
根
元
ま
で
含
ま
せ
て
空

気
を
遮
断
し
、
鋒
先
が
割
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。（

永
井
香
樹
）

【
用
具
・
用
材
】

筆　

＝
羊
毫
三
号

墨　

＝
和
墨

用
紙
＝
手
漉
漢
字
用
半
紙 

漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
）

『
犀
水
行
書
千
字
文
』 

よ
り 

「
天て
ん

地ち

玄げ
ん

黄こ
う

」 

の
四
字
を
臨
書
し
な
さ
い
。
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一般版２４.０４月号　三校

〈
出 

典
〉

安
東
聖
空「
梅
雪
か
な
帖（
上
）」よ
り

〈
解 

説
〉

　
初
め
て
か
な
に
取
り
組
む
と
い
う
人
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
い
ろ
は
」
か
ら

始
め
て
、
か
な
の
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
か
な
の
基
本
と
な
る
中
鋒
の
た
て

線
を
説
明
し
ま
す
。
中
鋒
と
は
、
書
い
た

線
の
中
央
を
筆
の
鋒
先
が
通
る
用
筆
の

こ
と
で
す
（
左
図
参
照
）。

　
書
き
始
め
（
起
筆
）
は
鋒
先
を
上
に

し
て
す
っ
と
細
く
入
り
、
少
し
圧
を
か
け

な
が
ら
筆
を
押
し
広
げ
る
よ
う
に
徐
々
に

太
め
（
中
太
）、
そ
の
後
、
筆
を
引
き
上
げ

て
細
く
抜
き
ま
す
（
収
筆
）。

　
筆
も
線
も
細
く
て
書
き
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
第
に
慣
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
た
て
線
を
練
習
の
最
初
に
書
き
、

文
字
へ
と
進
み
ま
す
。

�

（
川
島
史
子
）

か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
）　
　
　

　
左
の
図
版
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

　
い
　
ろ
　
は
　
に
　
ほ
　
へ

　
と
　
ち
　
り
　
ぬ
　
る
　
を

【
用
具
・
用
材
】　

 
筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 

墨
＝
か
な
用
和
墨 

 

紙
＝
か
な
用
半
紙

（
習
い
方
は
30
ペ
ー
ジ
）

中
鋒
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五校24.4月号

か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）

　

左
の
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』
よ
り
「
た
こ
の
う
ら
に
」
か
ら
「
貫
之
」
ま
で
の
四
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。　

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

た
こ
の
う
ら
に
そ
こ
さ
へ
尓
ほ
ふ
ゝ
ち
那
三
を
可
さ
し
て
ゆ
可
む
み
ぬ
ひ
と
の
多
め　

縄
丸

東
支
は
な
る
万
徒
の
な
多
て
尓
あ
や
那
く
も
か
ゝ
れ
る
ふ
ち
の
散
支
て
ち
る
可
那　

貫
之

〈
出 

典
〉『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』
伝
藤
原
行
成
筆　
（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）

〈
う 

た
〉
多た

祜こ

の
浦う

ら

の　

底そ
こ

さ
へ
に
ほ
ふ　

藤ふ
ぢ

波な
み

を　

か
ざ
し
て
行ゆ

か
む　

見
ぬ
人
の
た
め　

内
蔵
縄
麻
呂

う
つ
ろ
は
ぬ　

松
の
名
だ
て
に　

あ
や
な
く
も　

や
ど
れ
る
藤ふ

ぢ

の　

咲
き
て
散
る
か
な　

貫つ
ら

之ゆ
き

〈
大 

意
〉
○�

こ
の
多
祜
の
浦
に
水
の
底
に
ま
で
色
美
し
く
影
を
映
し
て
咲
き
ほ
こ
る
藤
の
花
を
、
か
ざ
し
に
し
て
持
っ
て
帰
ろ
う
。
見
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
に
。

○�

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
緑
の
松
の
名
を
挙
げ
る
た
め
、
松
に
這
い
ま
つ
わ
っ
た
藤
の
花
が
、
わ
け
も
な
く
咲
い
て
は
散
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

（
原
寸
）
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五校24.4月号

（
原
寸
の
1.15
倍
）

課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

〈
解 

説
〉

　

四
月
よ
り
御
物
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
を
臨
書
学
習
し
ま
す
。
近
衛

家
か
ら
明
治
十
一
年
宮
中
に
献
上
さ
れ
た
の
で
御
物
と
冠
さ
れ
、
粘

葉
装
と
い
う
製
本
の
為
こ
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
又
和
漢
朗
詠
集

と
は
、
十
一
世
紀
は
じ
め
、
藤
原
公
任
撰
に
よ
る
貴
族
の
宴
席
上
、

朗
詠
に
適
し
た
漢
詩
と
和
歌
の
詩
歌
集
の
事
で
す
。
豪
華
な
舶
来
の

唐
紙
に
同
一
の
題
で
、
洗
練
さ
れ
た
和
様
の
漢
字
で
漢
詩
と
端
正
な

か
な
で
和
歌
が
整
然
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
か
な
の
自
然
な
書

き
ぶ
り
は
、
か
な
の
基
本
で
す
。
か
な
の
本
筋
を
学
ぶ
気
持
ち
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。�

（
八
尋
光
華
）

ポ
イ
ン
ト

○� 

原
寸
は
、
文
字
が
小
さ
く
線
の
太
細
・
潤
渇
が
つ
か
み
づ
ら
い
の
で
、
1.15
倍

に
し
ま
し
た
。

○� �

ま
ず
、
線
の
太
細
・
墨
量
の
差
に
よ
る
潤
渇
等
を
よ
く
観
察
し
た
後
、
筆

を
と
り
ま
す
。

○� �
筆
は
紙
面
に
対
し
常
に
垂
直
、
鋒
先
は
線
の
中
央
を
通
る
中
鋒
の
線
で
す
。

○� �

ゆ
っ
た
り
と
の
び
や
か
な
リ
ズ
ム
で
運
筆
し
ま
す
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆　
　

墨
＝
か
な
用
和
墨　
　

用
紙
＝
か
な
用
半
紙

文
字
を
傾
け
ず
、ま
っ
す
ぐ
な
姿
で
連
綿空

間
を
意
識
す
る

ゆ
っ
た
り
と
し
た

転
折

筆
の
弾
力
を
使
う

転
折

筆
を
あ
て
た

転
折

鋒
先
が
突
き
さ
さ
る

よ
う
に
面
を
返
す

太
く
て
濃
い

細
く
て
淡
い

の
対
比

ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
右
に
流
れ
る

呼
応

狭

広
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五校24.4月号

か
な
半
紙 

（
１
級
～
５
級
）

　

左
の
「�
花
」
か
ら
「
何
に
た
と
ふ
へ
き
」
ま
で
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。 

　
　
　
　
　

〈
出 

典
〉�

文
部
科
学
省
認
定　

通
信
教
育　

書
道
基
礎
科
講
座
教
科
書
よ
り

〈
う 

た
〉�

春
の
う
ら
ら
の　

隅
田
川　

の
ぼ
り
く
だ
り
の　

船
人
が　

櫂
の
し
ず
く
も　

花
と
散
る　

な
が
め
を
何
に　

た
と
う
べ
き

（
武
島
羽
衣
詞
）

〈
大 

意
〉�

　

春
の
明
る
く
の
ど
か
な
隅
田
川
。

川
を
の
ぼ
り
く
だ
り
し
て
い
る
船

の
船
頭
さ
ん
の
櫂
に
つ
く
し
ず
く

が
、花
び
ら
の
よ
う
に
散
っ
て
い
る
。 

こ
の
美
し
い
眺
め
を
、何
に
た
と
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

花　

春
の
う
ら
ゝ
の
隅
田
川
の
本ぼ

り
久く

多だ

り
の
舩ふ

な

人び
と

か
櫂か

い

の
し
つ
久く

も
花
と
散
る
な
可が

免め

を
何
に
た
と
ふ
へ
き
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再校24.4月号

課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
～
５
級
）	

〈
解 

説
〉

　

春
の
景
色
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
の
び
や

か
に
書
い
て
下
さ
い
。

　

一
字
一
字
の
文
字
を
美
し
く
書
く
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
字
連
綿
や

三
字
連
綿
な
ど
の
「
か
た
ま
り
」
も
意
識
し

て
、
全
体
の
漢
字
と
か
な
の
調
和
も
考
え
て

書
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
甲
谷
景
子
）

ポ
イ
ン
ト

【
用
具
・
用
材
】

　

筆　

＝
か
な
用
小
筆

　

墨　

＝
か
な
用
和
墨

　

用
紙
＝
か
な
用
雁
皮

① �

漢
字
の
下
の
か
な
は
軽
く
書
く
（
添
え
る
よ
う
に
）。

② �

二
字
連
綿　

 

「　

 　
　
　

」 「　

  　
　
　
　

  

」 「　

 　
　
　

」

　

 

三
字
連
綿　

 

「　

 　
　

     　

  

」 「 　

  　

 　
　

」 「      　

 　
　
　

   

」 「      　

 　
　
　

 

」 

　

 

が
あ
り
ま
す
が
、
二
字
・
三
字
と
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
書
く
。

〈
参
考
作
品
〉

�

（
甲
谷
景
子
臨
）

多た

本ほ
可か

免め

そ
ろ
え
る

そ
ろ
え
る

気
持
ち
を

続
け
て

軽
く

軽
く

そ
ろ
え
る
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四校24.4月号

永 

井 

香 

樹 

書　

〈
出 

典
〉

�　

選
集
『
川
の
ほ
と
り
』

　

�

古こ

泉い
ず
み

千ち

樫か
し

（
一
八
八
六
〜
一
九
二
七
）

〈
大 

意
〉

　

�　

春
の
真
昼
間
に
日
が
陰
る
と
、
一
瞬
に

し
て
霞
ヶ
浦
の
湖
面
が
黒
く
沈
ん
だ
色
に

な
っ
た
。

〈
解 

説
〉　

○�

漢
字
を
活
か
し
な
が
ら
、
平
仮
名
続
き
の

と
こ
ろ
は
、
単
語
・
文
節
を
ひ
と
か
た
ま

り
に
し
て
、
読
み
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

○�

漢
字
、
潤
渇
が
横
並
び
に
な
ら
な
い
よ
う

に
留
意
し
、
行
の
響
き
合
い
に
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆　

＝
小
筆
を
根
元
ま
で
お
ろ
す

　

墨　

＝
和
墨

　

用
紙
＝
漢
字
用
半
紙　
　

春
ま
ひ
る
日
の
か
げ
ろ
ひ
に
湖う
み

の
面も

は
黒
く
沈
み
ぬ
そ
の
ひ
と
と
き
を

（
習
い
方
は
30
ペ
ー
ジ
）

新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　　
参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用
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七校24.4月号

菜な

の
花は

な

や
淀よ

ど

も
桂か

つ
ら

も
忘わ

す

れ
水み

づ

新
和
様
半
紙
（
１
級
～
10
級
）　

参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

小
久
保
嶺
石
書

【
用
具
・
用
材
】

　
　

筆　

＝
羊
毫
長
鋒

　
　

墨　

＝
和
墨
（
松
煙
墨
）

　
　

用
紙
＝
松
雪　

〈
出 

典
〉

�　
『
初
心
も
と
柏
』

　

池い
け

西に
し

言ご
ん

水す
い

（
一
六
五
〇
～
一
七
二
二
） 

〈
大 

意
〉

　

春
の
日
、
京
都
東
山
か
ら
の
眺
望
は
、

淀
川
も
桂
川
も
満
目
の
菜
の
花
盛
り
に
埋

も
れ
て
、
ま
る
で
野
中
の
忘
れ
水
（
野
中

の
草
に
覆
わ
れ
て
見
え
な
い
小
さ
な
流

れ
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

〈
解 

説
〉 

　

手
本
を
鑑
賞
し
、
次
の
こ
と
を
確
認

し
て
み
よ
う
。

◯�

三
行
に
高
低
差
を
つ
け
た
構
成
。
初
学

者
向
け
に
、
ほ
ぼ
同
じ
幅
の
行
間
で

書
い
て
み
た
。
幅
を
変
え
て
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
し
て
も
よ
い
。

◯�

そ
れ
ぞ
れ
の
行
頭
・
行
尾
の
位
置
が

同
じ
高
さ
に
揃
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◯�

字
形
は
概
形
を
意
識
し
て
ま
と
め
、

「
も
」
が
二
つ
あ
る
の
で
微
妙
な
変
化

を
つ
け
た
い
。

◯�

字
間
に
注
目
し
、
疎
密
の
変
化
を
つ

け
る
。
三
行
目
は
中
心
軸
を
右
に
移

動
し
て
徐
々
に
行
を
右
に
倒
す
が
、

文
字
自
体
は
倒
さ
な
い
。

◯�

文
言
が
発
す
る
春
の
盛
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
表
現
し
た
い
。（

習
い
方
は
30
ペ
ー
ジ
）
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三校24.4月号

策
鳳
駈
鸞
。
訪
其
蹤
者

罕
継
。
是
以
秦
皇
銳
思
。

不
免
兹
山
之
塵
。
漢

帝
窮
神
。
終
欝
茂

陵
之
草
。
故
知
仙
道

鳳ほ
う

に
策む
ち
う

ち
鸞ら
ん

を
駈か

り
、
其
の
蹤あ
と

を
訪と

う
者
は
継つ

ぐ
こ
と
罕ま
れ

な
り
。
是こ
こ

を
以も
っ

て
秦し
ん

皇こ
う 

思
を
鋭
く
す
る
も
、
茲こ

の
山

の
塵ち
り

を
免ま
ぬ
が

れ
ず
。
漢か
ん

帝て
い

　
神し
ん

を
窮き
わ

む
る
も
、
終つ
い

に
茂も

陵り
ょ
う

の
草
を
欝し
げ

ら
し

む
。
故
に
知
る
　
仙せ
ん

道ど
う

は
（
紆う

闊か
つ

。）

温
泉
銘
　

唐
太
宗

（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）
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四校24.4月号

漢
字
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　『
温
泉
銘
』
よ
り
「
是
以
」
か
ら
「
山
之
塵
」
の
十
二
字
を
臨
書
し
な
さ
い
。　
　

〈
解　

説
〉�

　

拓
本
の
終
わ
り
に
永
徽
四
年
の
墨
書
が
あ

り
、
現
存
す
る
拓
本
と
し
て
は
最
古
と
な
る

唐
拓
。
行
草
体
に
よ
る
碑
は
、
太
宗
に
よ
る

「
晋
祠
銘
」
と
、
こ
の
「
温
泉
銘
」
が
は
じ

め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

○� �

王
羲
之
の
書
を
愛
好
し
た
。
流
麗
に
し
て

遒
勁
な
筆
致
は
、
迫
力
が
あ
り
、
名
天
子

に
相
応
し
く
堂
々
た
る
風
格
が
感
じ
ら 

れ
る
。

○� �

俯
仰
法
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
の
こ
と
）
を
用
い

て
し
な
や
か
に
。
気
勢
を
重
ん
じ
て
書
こ
う
。

〈
出 

典
〉�『
温
泉
銘
』  

唐　

太
宗（
五
九
八
〜
六
四
九
）

〈
読 

み
〉
是こ
こ

を
以も
っ

て
秦し
ん

皇こ
う 

思
を
鋭
く
す
る
も
、茲こ

の
山
の
塵ち
り

を
免ま
ぬ
が

れ
ぬ
。

〈
大 

意
〉�

秦
の
始
皇
帝
は
道
士
の
説
を
信
じ
て
徐
福
を
蓬
莱
ノ
島
に
つ
か
わ
し
、不
死
の
藥
を
求
め
し
む
る
な
ど
、鋭
意
し
て
長
生
の

術
を
講
じ
た
が
、遂
に
死
を
免
れ
る
な
く
こ
の
山
の
塵
と
な
っ
た
。

【
用
具
・
用
材
】　

　

筆　

＝
羊
毛　

　

墨　

＝
和
墨　

　

用
紙
＝
和
画
箋
（
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　

是
以
秦
皇
鋭
思
　
不
免
茲
山
之
塵

ゆ
っ
た
り
と

筆
写
体

筆
脈
を
つ
な
げ
て

筆
写
体

縦
画
は
あ
と
で

補
点

小 久 保 嶺 石 臨

節　
　
　

臨

行
書
で
は
こ
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
も
あ
る

1 2
3

4

5
6

7

1

2

3

4
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三校24.4月号

漢
字
条
幅 （
１
級
～
10
級
） 　
「
風
暖
鳥
聲
碎
」
の
五
字
を
書
き
な
さ
い
。	

　
　

風
暖
鳥
聲
碎

▲
含
墨

▲
含
墨

こ
ち
ら
も
あ
る

〈
解 

説
〉�

　

◯�

今
月
か
ら
お
手
本
を
参
考
に
し
て
、詩
文
よ
り
五
字
句
を
半
切

に
1
行
で
書
き
ま
す
。

　

◯�

最
初
に
含
墨
し
、3
文
字
目
ま
で
墨
を
継
が
ず
に
、筆
の
色
々

な
面
を
使
っ
て
書
き（
八
面
出
鋒
）、4
文
字
目
で
含
墨
し
ま
す
。

　

◯�

文
字
の
概
形
を
捉
え
て
中
心
を
通
し
、暢
び
や
か
に
書
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

風
…
風
構
え
は
ウ
ェ
ス
ト
を
し
ぼ
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

暖
…
フ
ト
コ
ロ
を
意
識
し
て
、大
ら
か
に
ま
と
め
る
。

　
　

鳥
…�

渇
筆
は
筆
を
押
さ
え
つ
け
ず
に
、ゆ
っ
く
り
墨
を
し
ぼ
り

出
す
。

　
　

聲
…�

声
の
筆
写
体
。画
数
が
多
く
美
し
い
字
形
。バ
ラ
ン
ス
に

気
を
つ
け
た
い
。

　
　

碎
…�

「
卒
」の
草
書
形
を
覚
え
て
お
く
と
他
に
も
使
え
る
。醉
、

粋
な
ど
。

4

2

1

3

名

干
支

し
ぼ
る

筆
写
体

〈
出 

典
〉
唐　

杜と

荀じ
ゅ
ん

鶴か
く

（
八
四
六
〜
九
〇
四
？
）

〈
読 

み
〉
風か
ぜ

は
暖あ
た
たか
く
し
て
鳥
ち
ょ
う

声せ
い 

砕く
だ

か
る　

〈
大 

意
〉�

春
風
は
暖
か
く
、
鳥
の
声
も
は
ず
ん
で
あ
ち
こ
ち
に

飛
び
散
る
よ
う
だ
。

【
用
具
・
用
材
】　

　

筆　

＝
羊
毫
筆　

　

墨　

＝
和
墨　

　

用
紙
＝
中
国
画
仙
（
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　

小 久 保 嶺 石 書

書

甲　

辰

春　

日

下
げ
る

下
げ
る

上
げ
る

フ
ト
コロ

軽
く
止
まって
当
た
る

気持ちをつなぐ

フ
ト
コロ

卒
の
草
書
形

4

2
1

3
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六校24.4月号

か
な
条
幅 （
１
級
～
10
級
）　
参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

　（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

　（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

　
清
水
の
舞
台
可か

ら
見
る
桜
可か

奈な

　
　
　〈
う 

た
〉
清
水
の
舞
台
か
ら
見
る
桜
か
な
　〈
作 

者
〉
松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
〜
一
六
九
四
）　

　
　
　〈
大 

意
〉�

京
都
・
清
水
寺
の
境
内
は
薄
紅
色
に
彩
ら
れ
「
清
水
の
舞
台
」
か
ら
見
下
ろ
す
桜
は
圧
巻
・
絶
景
で
あ
る
。

（
解
説
は
31
ペ
ー
ジ
）

　�

さ
く
ら
花
ゆ
免め

可か

う
つ
ゝ
か
し
ら
雲
の
た
え
て
つ
ね
奈な

支き

み
年ね

の
春
可か

せ

　
　
　〈
う 

た
〉
桜
さ
く
ら

花ば
な

夢ゆ
め

か
う
つ
つ
か
白し
ら

雲く
も

の
絶た

え
て
つ
ね
な
き
峰み
ね

の
春は
る

風か
ぜ

　〈
出 

典
〉　『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
二
　
春
下  

139
　
藤
原
家
隆
朝
臣

　
　
　〈
大 

意
〉�

桜
の
花
と
思
って
見
た
の
は
、
夢
で
あ
っ
た
の
か
現
実
で
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
桜
の
花
と
思
って
見
た
白
雲
が
、
今
は
消
え
去
って
、
た
だ
無
常
を
誘
う
峰
の
春
風
ば
か
り
が
吹
い
て
い
る
こ
と
だ
。

（
解
説
は
31
ペ
ー
ジ
）

中 島 永 岳 書 須 山 万 寿 書
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�

さ
へ
づ
る
や
春
日
の
そ
ら
の
揚あ

げ

雲ひ

雀ば
り

こ
ゑ
も
つ
ば
さ
も
光
と
な
り
て

〈
作 

者
〉
太
田
水
穗
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
五
）　

〈
大 

意
〉�

春
う
ら
ら
か
な
日
、
空
高
く
舞
い
上
が
っ
て
鳴
い
て
い
る
ヒ
バ
リ
の
声
や
姿
が
、
霞
の
空
に
と
け
込
ん
で
、
光
の
よ
う
に

み
え
た
。

東 仲 遙 邨 書

〈
解
説
〉

◯�

墨
量
の
変
化
、
線
の
太
細
の
変
化
・
余
白
の

広
狭
に
よ
り
動
勢
を
つ
く
る
。

◯�

春
日
、
揚
雲
雀
（
漢
字
二
、
三
字
熟
語
）
は

大
小
・
太
細
を
つ
け
て
、
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。

◯�

ひ
ら
が
な
の
連
続
の
と
き
は
、
強
さ
も
加
え

て
、
立
体
感
を
出
し
た
い
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆　

＝
兼
毫
和
筆

　

墨　

＝
和
墨

　

用
紙
＝
特
選
新
和
様
（
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

三校24.4月号

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本
　
※
新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
対
象
。
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。 

渇
筆
で
の
び
や
か
に

大
小
を
つ
け
る

太
細
・
大
小
を
つ
け
る

▲
墨
量
多
め
に

▲
墨
継
ぎ

作
品
に
よ
せ
て
落
款
を
入
れ
る
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再校24.4月号

実用書 （随意課題）

切
り
と
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い 

（
コ
ピ
ー
も
可
）

○�

手
本
の
ペ
ン
字
を
必
ず
小
筆
で
書
く
こ
と
。

文
字
の
大
小
の
具
合
に
気
を
つ
け
た
い
。 

○�

出
品
用
紙
は
、 

左
側
に
示
し
た
清
書
用
紙
で

も
、 

こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
書
い
て
も
結
構
で

す
。 

洋
紙
に
書
く
こ
と
を
こ
こ
で
は
原
則

と
し
ま
す
。 

　
〈
参
考
の
小
筆
〉

 

・
玉
梓
・
下
筆
春
蚕
食
葉
声
・
選
毫
圓
健

※
詳
し
く
は
三
多
軒
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
三
（
三
二
六
五
）
五
四
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三
（
三
二
三
九
）
八
二
七
三

〈  清　書　用　紙  〉

   

教 室 名

氏　　名

月　別
出品券
を貼る

 ・月別出品券 （69 ページ） とバーコード出品券
　�（段級欄に 「実用」と記入して、月別出品券の

下に） を左下に貼付してください。 

↓バーコード出品券はこの下に貼ってください

拝
啓　

急
呈　

前
略　

冠
省
／
取
り
急
ぎ
申
し
あ
げ
ま
す
／
度
々
お
騒
が
せ
し
て
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん

佐 藤 友 理 書（「美しい手紙」三多軒より）
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2024.4 月号　三校

〈
解
　
説
〉

  下の 「法華経」 か犀水冩「般若心経」 の一巻、孰れかを選んで清書出品のこと。

（1-4）

（1-14）

（2-6）

（4-1）

（4-4）

（4-7）

不二細字研究室  （會友〜１級） 國寶　法隆寺傳來細字法蕐經

123456

（
緊
）

那
羅
。
摩

羅
伽
。
人
非
人
等
故
。
受
是
瓔
珞
。
即

時
觀
世
音
菩
薩
。
愍
諸
四
衆
。
及
於
天
龍
。
人
非

人
等
。
受
其
瓔
珞
。
分
作
二
分
。
一
分
奉
釋
迦
牟

尼
佛
。
一
分
奉
多
寳
佛
塔
。
無
盡
意
。
觀
世
音
菩

薩
。
有
如
是
自
在
神
力
。
遊
於
娑
婆
世
界
。
爾
時

無
盡
意
菩
薩
。
以
偈
問
曰 

　

今
月
も
法
華
経
よ
り
、
妙
法

蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第

二
十
五
を
浄
書
い
た
し
ま
す
。

　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
は
、
元

は
単
独
の
経
典
「
観
音
経
」
で

し
た
が
、
後
に
法
華
経
の
第
二

十
五
番
目
の
章
（
品
）
に
取
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
今
月
の
箇

所
は
、
散
文
の
あ
と
「
世
尊
妙

相
具
」
か
ら
の
五
言
の
韻
文
形

式
（
偈
）
が
続
き
ま
す
。

　

偈
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
一

行
十
七
字
の
本
会
用
紙
で
は
、

ヨ
コ
罫
を
無
視
し
て
、
五
言
四

句
を
間
隔
を
あ
け
な
が
ら
書
き

ま
す
。

那羅〜波浪不能没の 209 字を清書して出品。

（
緊き
ん

）
那な

羅ら·

摩ま

羅ら

伽が

・
人
・
非
人
と
等
を
愍
れ
む
が
故
に
、
こ
の
瓔よ
う

珞ら
く

を
受
く
べ
し
」
と
。

即そ
の

時と
き

、
観
世
音
菩
薩
は
、
諸
の
四
衆
と
及お
よ
び於
天
・
竜
・
人
・
非
人
と
等
を
愍
み
て
、
そ
の
瓔
珞

を
受
け
、
分
か
ち
て
二
分
と
作
し
、
一
分
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
奉
り
、
一
分
は
多た

宝ほ
う

仏ぶ
つ

の
塔
に
奉

れ
り
。「
無
尽
意
よ
、
観
世
音
菩
薩
に
は
、
か
く
の
如
き
自じ

在ざ
い

の
神じ
ん

力り
き

あ
り
て
、
娑
婆
世
界
に

遊
ぶ
な
り
」
と
。 

そ
の
時
、
無
尽
意
菩
薩
は
偈げ

を
も
っ
て
問
う
て
曰
わ
く
「
世
尊
は
妙
相
を

具そ
な

え
さ
せ
た
ま
え
り　

わ
れ
今
、
重
ね
て
彼
を
問
い
た
て
ま
つ
る
『
仏
子
は
何
の
因
縁
に
て　

名
づ
け
て
観
世
音
と
な
す
や
』
と
。
妙
相
を
具
足
し
た
ま
え
る
尊
は　

偈
を
も
っ
て
無
尽
意
に

ご
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2024.4 月号　五校

　
　
　

全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。 

清
書
の
氏
名
の
後
に 「
謹
寫
」 

ま
た
は 「
敬
寫
」 
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

  下の 「法華経」 か犀水冩「般若心経」 の一巻、孰れかを選んで清書出品のこと。

（8-17）

（9-1）

（9-2）

（9-6）

（9-20） （7-3）（11-4）

（10-5） （7-15）（11-10）

（12-4）

789101112

世
尊
妙
相
具　

我
今
重
問
彼　

佛
子
何
因
縁　

名
為
觀
世
音

具
足
妙
相
尊　

偈
答
無
盡
意　

汝
聴
觀
音
行　

善
應
諸
方
所

弘
誓
深
如
海　

歴
劫
不
思
議　

侍
多
千
億
佛　

發
大
清
浄
願

我
為
汝
略
説　

聞
名
及
見
身　

心
念
不
空
過　

能
滅
諸
有
苦

假
使
興
害
意　

推
落
大
火
坑　

念
彼
觀
音
力　

火
坑
變
成
池

或
漂
流
巨
海　

龍
魚
諸
鬼
難　

念
彼
觀
音
力　

波
浪
不
能
没

答
え
た
も
う
。『
汝
よ
、
観
音
の
行ぎ
ょ
う

の　

善
く
諸
の
方
所
に
応お
う

ず
る
を
聴
け
。
弘
お
お
い
な

誓
る
ち
か
い

の

深
き
こ
と
海
の
如
く　

劫
を
歴ふ

る
と
も
思
議
し
え
ざ
ら
ん
。
多
千
億
の
仏
に
侍つ
か

え
て　

大
清

浄
の
願
を
発お
こ

せ
り
。
わ
れ
汝
が
為
め
に
略
し
て
説
か
ん　

名み
な

を
聞
き
及
び
身
を
見
て　

心
に
念

じ
て
空
し
く
過す
ご

さ
ざ
れ
ば　

能
く
諸あ
ら

有ゆ
る

苦
を
滅
せ
ん
。
仮た
と
い使
、
害そ
こ
の

う
意こ
こ
ろ

を
興
し
て　

大
い

な
る
火か
き

坑ょ
う

に
推
し
落
さ
ん
も　

彼
の
観
音
の
力
を
念
ぜ
ば　

火
坑
変
じ
て
池
と
成な

ら
ん
。
或

い
は
巨こ

海か
い

に
漂ひ
よ

流う
る

し
て　

竜
・
魚
・
諸
の
鬼
の
難
あ
ら
ん
に
彼
の
観
音
の
力
を
念
ぜ
ば　

波
浪

も
没も
つ

す
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
。
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2024.4 月号　初校

※
納

経
料

を
添

え
て

ご
出

品
下

さ
い

　下
の

 「
般

若
心

経
」 か

、
前

頁「
法

華
経

」 （
見

開
き

12
行

） 一
巻

の
ど

ち
ら

か
を

出
品

し
て

く
だ

さ
い

。
不

二
細

字
研

究
室

　
 （会

友
〜１級

） 
石

橋
犀

水
先

生
書
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2024.4 月号　初校

〈
読
み
〉

延え
ん
め
い命
十じ
っ

句く

観か
ん
の
ん音
経ぎ
ょ
う

　
　
　
　

観か
ん

世ぜ

音お
ん

南な

無む

佛ぶ
つ

與よ

佛ぶ
つ

有う

因い
ん

與よ

佛ぶ
つ

有う

縁え
ん

佛ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
え
ん

法
僧
縁

常じ
ょ
う

楽ら
く

我が

浄じ
ょ
う

　
　
　
　

朝ち
ょ
う

念ね
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん

暮ぼ

念ね
ん
か
ん観
世ぜ

音お
ん

念ね
ん
ね
ん念
従じ
ゅ
う

心し
ん

起き

念ね
ん
ね
ん念
不ふ

離り

心し
ん

〈
大
意
〉

観
世
音　

仏
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る　

仏
と
因
あ
り　

仏
と
縁
あ
り　

仏
と
法
と
僧
と

　
　
　
　

の
縁
に
よ
っ
て　

常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
を
得
ん

朝
な
朝
な
に
観
世
音
を
念
じ

　
　
　
　

夕
な
夕
な
に
観
世
音
を
念
じ　

念
々
、  

心
よ
り
起
こ
り　

念
々
、  

心
を
離
れ
ず
。

石橋犀水先生書不二細字研究室 （２級〜10 級＝月例課題）

納
経
連
絡
用
紙

納
経
者
氏
名

雅
　
号

ふ
り
が
な

※
初
め
て
納
経
を
さ
れ
る
方
は
、
芳
名
録
の
作
成
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
の
「
納
経
連
絡
用
紙
」
と

共
に
お
写
経
を
添
え
て
写
経
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ふ
り
が
な

〒

－

住
　
　
　
所

電
話
番
号
（
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会

二
百
萬
巻
写
経
実
践
推
進
委
員
会
事
務
局

き
り
と
り

月例競書にご出品の作品には、
バーコード出品券と月別出品券を
作品の左下に貼付してください。

1 級以上の出品には
納経が必要です。

■
会
友
・
準
会
友
・
八
段
〜
１
級
の
方

　

納
経
料
＝
五
〇
〇
円　

＊
必
ず
ご
納
経
く
だ
さ
い
。

①
本
誌
掲
載
の
「
法
華
経
」
ま
た
は
「
般
若
心
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
発
表
さ
れ
た
段
級
を
（
会
友
・
準
会
友
は
赤
、
段
は
赤
の
漢
数
字
、
級
は
黒
の
算
用
数
字
で
）

バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
昇
格
は
し
ま
せ
ん
が
、
準
会
友
〜
１
級
は
天
・
地
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

■
２
級
〜
10
級
の
方

①
「
延
命
十
句
観
音
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
２
級
以
下
は
昇
級
者
に
○
を
つ
け
て
発
表
し
ま
す
。
昇
級
者
は
次
回
、
発
表
さ
れ
た
一
つ
上
の

級
位
を
（
黒
の
算
用
数
字
で
）
バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
初
出
品
の
方
は
10
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

編
入
試
験
　

細
字
研
究
室　

編
入
試
験
料
＝
一
、
四
〇
〇
円

①
２
級
〜
10
級
の
課
題
を
書
い
て
出
品
。

②
編
入
用
バ
ー
コ
ー
ド
に
「
編
入
」
と
赤
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
審
査
後
、
相
当
段
級
に
編
入
し
ま
す
。
次
回
は
発
表
さ
れ
た
段
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

④
試
験
料
免
除
に
つ
い
て
は
本
誌
「
編
入
試
験
の
ご
案
内
」
に
準
じ
ま
す
。

□
用　

紙
「
般
若
心
経
」
用
（
20
枚
、100
枚
）「
延
命
十
句
観
音
経
」
用
（
100
枚
）

　
　
　
　
　
　

三
多
軒
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。（
☎
０
３

－３
２
６
５

－５
４
９
３
）

　
　
　
　
　
【
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
】w

w
w
.santaken.com

□
送
り
先

〒
101
│

8358
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
二
―
二
―
三

　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会
「
写
経
事
務
局
」
宛
（
傍
線
は
赤
で
）

　
　
　
　
　

＊
写
経
作
品
は
他
の
月
例
競
書
と
は
別
に
し
て
下
さ
い
。

□
納
経
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

納
経
は
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
込
用
紙
を
お
使
い
下
さ
い
。
一
巻
に
つ
き
五
○
○
円
を

ご
入
金
の
上
、「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」
を
写
経
作
品
に
添
え
て
お
送
り

下
さ
い
。

□
振
替　
　

口
座
番
号　

〇
〇
一
四
〇
ー
二
ー
六
三
五
九
二
二

　
　
　
　
　

加
入
者
名　
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会　

写
経
事
務
局

□
お
問
い
合
わ
せ　
　

☎
 ０
３
―
３
２
３
４
―
３
９
１
９

不二細字研究室 出品規定
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一般版 24. 4 月号　五校

◆
次
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

五
段
～
準
初
…
…
曲
抱
雲
門�

〈
枯
樹
賦
〉

１
級
～
５
級
…
…
才
徳
相
承�

〈
鄭
羲
下
碑
〉

６
級
～
10
級
…
…
金
生
麗
水�

〈
犀
水
行
書
千
字
文
〉

か
な
半
紙

五
段
～
準
初
…
…
わ
可か

こ
ま
と
け
ふ
尓に

あ
ひ
く
る
あ
や
め
く
さ

　

於お

ひ
お
く
る
ゝ
や
ま
く
る
な
累る

ら
ん　

頼
基

　

き
能の

ふ
ま
て
よ
所そ

尓に

お
无も

ひ
し
あ
や
め
く
さ

　

け
ふ
わ
可か

や
と
の
徒つ

ま
と
み
る
可か

那な　

能
宣

〈
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集　

巻
上 

157・
158
〉

１
級
～
５
級
…
…
か
め
尓
さ
す
ふ
ち
の
花
ふ
さ
み
し
可
け
れ

　
　
　
　
　
　
　

ハ
た
ゝ
三
の
う
へ
尓
と
ゝ
可
さ
り
け
里

〈
通
信
教
育　

書
道
基
礎
科
講
座
教
科
書
よ
り
〉

６
級
～
10
級
…
…
わ
か
よ
た
れ
そ　

つ
ね
な
ら
む
う

新
和
様
半
紙

五
段
～
準
初
段
…
未
定

１
級
～
10
級
…
…
若
鮎
や
う
つ
ゝ
心
に
石
の
肌

漢
字
条
幅

五
段
～
準
初
段
…
孰
長
齡
之
可
希　

未
若
兹
泉　

近
怡
情
性
者
矣�

〈
温
泉
銘
〉

１
級
～
10
級
…
…
郊
原
雨
初
霽

か
な
条
幅

五
段
～
準
初
段
…
花
散ち

り
し
庭
の
木こ

の
葉は

も
茂
り
あ
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　

天あ
ま
て照
る
月
の
影か

げ

ぞ
ま
れ
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
新
古
今
和
歌
集
186
〉

１
級
～
10
級
…
…�

未
定

新
和
様
条
幅

五
段
～
準
初
段
…�

湯
の
宿
の
山
の
若
葉
に
夜
あ
ら
し
の
立
ち

そ
よ
ぎ
ゆ
く
音
ぞ
き
こ
ゆ
る

不
二
篆
刻
研
究
室

規
定
…
…
鶯
喚
醒

一
字
書

規
定
…
…
萌　
　
　

随
意
…
…
よ

※
課
題
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
会
友
〜
準
六
段
の
課
題
予
告
は
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

『
枯
樹
賦
』 
Ｐ．4

�

漢
字
半
紙
（
五
段
～
準
初
段
）

　

北
周
の
有
名
な
詩
人
で
あ
る
庾
信
（
五
一
三
〜
五
八
一
）
の

撰
に
な
る
「
枯
樹
賦
」
を
褚
遂
良
が
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

細
字
の
行
書
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
本
文
に
は
年
記
の
み
で
筆

者
の
署
名
が
な
い
も
の
の
、
書
風
等
か
ら
褚
遂
良
が
三
十
五
歳

の
頃
に
書
い
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
運
筆
は
ゆ
っ
た
り

と
、
筆
圧
の
変
化
も
つ
け
て
お
り
、
点
画
を
書
く
と
き
に
は
紙

か
ら
筆
が
離
れ
て
い
る
時
間
が
長
く
、
運
動
の
お
お
ら
か
さ
を

感
じ
る
。

『
鄭
羲
下
碑
』 

Ｐ．6

�

漢
字
半
紙 

（
1
級
〜
5
級
）

　

鄭
道
昭
が
父
の
文
公
（
鄭
羲
）
の
事
跡
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
に
書
刻
し
た
頌
徳
碑
。
北
魏
碑
は
方
筆
が
多
い
中
、
円
筆
を

加
味
し
た
六
朝
楷
書
の
代
表
的
な
名
品
で
あ
り
、
雄
大
さ
、
線

の
粘
り
、
篆
の
気
勢
、
隷
の
韻
致
、
草
の
性
情
な
ど
全
て
の
要

素
が
備
わ
っ
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
に
は
上
碑
と

下
碑
が
あ
る
が
、
上
碑
は
天
柱
山
の
頂
上
に
刻
さ
れ
た
が
石
質

が
悪
く
、
後
に
雲
峰
山
の
摩
崖
に
刻
さ
れ
、
そ
れ
を
下
碑
と
呼

ん
で
い
る
。

『
犀
水
千
字
文
』
Ｐ．8

�

漢
字
半
紙
（
6
級
〜
10
級
）

　

本
会
創
設
者
石
橋
犀
水
博
士
に
よ
る
楷
行
草
に
よ
る
千
字

文
の
全
三
巻
。
昭
和
丙
申
（
昭
和
三
十
一
年
、
一
九
五
六
年
）、

還
暦
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
楷
書
千
字
文
は

標
準
字
体
で
書
さ
れ
て
い
る
が
、
十
数
年
後
の
昭
和
己
酉（
昭

書

蹟

解

説

和
四
十
四
年
、
一
九
六
九
年
）に
は
、
初
唐
の
褚
法
に
な
ら
っ

た
楷
書
千
字
文
の
ほ
か
、
行
草
全
三
巻
を
三
週
間
で
書
き
上

げ
た
と
い
う
。

『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』

Ｐ．10

�

か
な
半
紙
（
五
段
〜
準
初
段
）

　

藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）
の
手
に
な
る
朗
詠
用

の
歌
集
。
四
季
別
、
主
題
別
に
漢
詩
と
和
歌
を
交
互
に
記
す

珍
し
い
ス
タ
イ
ル
の
歌
集
で
あ
る
。

　

粘
葉
本
は
そ
の
写
本
の
一
つ
で
、
ペ
ー
ジ
同
士
を
糊
で

次
々
と
貼
り
つ
け
て
本
に
す
る
「
粘で

っ
ち
ょ
う
そ
う

葉
装
」
で
装
丁
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
現
在
は
宮
内
庁
三
の
丸
尚

蔵
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
は
平
安
時
代
の
名
書
家
、

小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
と
並
び
「
三
蹟
」 

と
し
て
著
名
な
藤

原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
八
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

名
筆
家
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
人
物
の
筆
と
伝
え
ら
れ
た
本

書
は
、
そ
の
形
の
美
し
さ
や
流
れ
る
よ
う
な
巧
み
な
構
成
か

ら
、
高
野
切
と
並
び
か
な
臨
書
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

『
温
泉
銘
』

Ｐ．16

�
漢
字
条
幅
（
五
段
〜
準
初
段
）

　

唐
の
太
宗
が
、
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
五
十
一
歳
の

正
月
に
温
泉
を
賛
美
し
た
温
湯
碑
の
文
を
作
り
、
群
臣
に
誇

示
し
、
自
書
し
て
碑
に
刻
し
た
も
の
。
太
宗
は
王
羲
之
の
書

に
傾
倒
し
強
い
影
響
を
受
け
て
お
り
、
行
書
を
得
意
と
し
た
。

太
宗
の
真
跡
と
し
て
は
こ
の
銘
が
最
も
筆
跡
を
伝
え
て
い
る

と
さ
れ
、
書
風
は
流
麗
に
し
て
遒
勁
、
文
字
の
大
小
に
も
奔

放
自
在
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
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六校24.4月号

（小久保嶺石）

課 　題 　解 　説

漢字半紙　五段～準初段

今月の出品期間
4月1日（月）～4月10日（水）必着

漢字半紙　1級～5 級

（永井香樹）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
）

▼
随
意
…�

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○�

作
品
は 「
半
紙
横
1/2」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

戯
蝶
遊
蜂

▼
随
意
…
左
に
示
す
平
が
な
に
運
筆
の
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
生イ
ノ
チ命
あ
る
字
に
仕
立
て
な
さ
い
。

�

（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
や
草
書
の
「
加
」
の
書
法
、
筆
遣
い
も
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛

筆
で
記
入
の
こ
と
。

←バーコード

←― 　35cm  ―→ ←
―　

34 

cm　

―
→

不
二
篆
刻
研
究
室

〈
読
み
〉
ぎ
ち
ょ
う
ゆ
う
ほ
う

〈
出
典
〉
唐
・
岑
參
「
山
房
春
事
」

〈�

大
意
〉
蝶
は
戯
れ
蜂
は
遊
ぶ
。

〈
読
み
〉�［
音
］
ム
・
ボ
ウ 

	

［
訓
］
ゆ
め 

〈
意
味
〉�

ゆ
め
。
は
か
な
い
も
の
。 

は
っ
き
り
し
な
い
。

〈
お
す
す
め
の
用
紙
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・

段
級
を
鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

▼
規
定
…�

左
に
示
す
漢
字
「
夢
」
を
一
筆
書
と
し
て
墨
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く
「
書
」

し
な
さ
い
。�

（
書
体
自
由
） 

一 

字 

書

○�

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

筆
者
範
例
（
鯉
城
書
）

草
字
便
覧

（
大
修
館
新
漢
和
辞
典
）
よ
り

←月別出品券

下
に
出
す

お
お
ら
か
に

横
画
は
う
ね
り
な
が
ら

引
き
締
め
る

抜
く

長
く

側
筆
に
し
て

太
さ
を
つ
け
る

１

３２

４

筆
写
体
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七校24.4月号

新和様半紙　五段〜準初段新和様半紙　1級～10 級

（永井香樹）（小久保嶺石）

漢字半紙　６級～10 級 

（解説　永井香樹）

余
白
に
留
意

一・
二
画

線
の
方
向
・
長
短
に
留
意タ

テ
に

長
い

受
け
て

かな半紙　６級～10 級

（解説　川島史子）

起
筆
は
鋒
先
を
上
に
し
て
す
っ
と
入
る
。

縦
画
は
の
び
や
か
に
引
き
ま
し
ょ
う
。

•

結
び
を
丸
く
し
な
い
。

▲
筆
を
当
て
て
面
を
返
す
。

基
本
の
中
鋒
・
中
太
の
線

す
っ
と
抜
く

縦
画
を
十
分
の
ば
す

逆
筆
で
入
る

筆
を
引
き
上
げ
る

逆
筆
で
入
る

左
右
の
バ
ラ
ン
ス

に
注
意

筆
の
面
を
返
す

の
び
や
か
に

左
へ
張
る

中
心
軸
を
右
に
移
動

　
・
行
間　

•  

・
行
頭　

は
行
の
響
き
合
い
を
念
頭
に
変
化
と
調
和
を
図
り
ま
し
ょ
う

　
・
行
脚

•�

平
仮
名
続
き
の
と
こ
ろ
は
単
語
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る

  

「
か
げ
ろ
ひ
」「
ひ
と
と
き
」

•� �

各
行
の
最
終
文
字
は
丁
寧
に

筆
圧

筆
圧
と
速
さ
を
活
か
し
て
「
ひ
と
と
き
」

▲
墨
つ
ぎ

▲
含
墨

▲
含
墨

ゆ
っ
た
り
と
伸
び
や
か
に

疎

密



31

七校24.4月号

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
中
島
永
岳
）

○�

一
行
目
に
は
、
目
に
見
え
な
い
筆
脈
に
よ
っ
て
文
字
と

文
字
を
繋
げ
る
「
意
連
」
が
あ
り
ま
す
。

○�

二
行
目
は
、
一
行
目
に
添
わ
せ
る
よ
う
に
右
下
へ
引
き

込
ん
で
一
体
化
さ
せ
ま
す
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆　

＝
か
な
用
条
幅
筆　

　

墨　

＝
和
墨 　

　

用
紙
＝
か
な
用
加
工
紙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
須
山
万
寿
）�

○�

書
き
出
し
の
「
さ
く
ら
花
」
は
ゆ
っ
た
り
と
書
く
。「
ゆ

免
可
う
つ
ゝ
」
で
密
に
、「
か
し
ら
雲
の
」
と
二
行
目

上
部
は
伸
び
や
か
に
書
く
。

○�

「
ら
花
」「
え
て
」は
遠
い
連
綿
で
す
が
連
綿
を
す
る
こ

と
に
よ
り
大
き
な
間ま

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
遠

い
連
綿
は
し
な
い
事
が
多
い
で
す
が
）

○�

文
字
の
内
部
が
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
、
騒
が
し
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

○�

「
み
年
の
春
可
せ
」
は
一
気
に
書
い
て
締
め
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆　

＝
羊
毛
筆　

　

墨　

＝
和
墨 　

　

用
紙
＝
か
な
用
加
工
紙

　
　

さ
く
ら
花
ゆ
免め

可か

う
つ
ゝ
か
し
ら
雲
の
た
え
て
つ
ね
奈な

支き

み
年ね

の
春
可
せ

▲
墨

ゆ
っ
た
り
と
書
く

伸
び
や
か
に

密
に

つ
い
て
そ
の
ま
ゝ
筆
を
は
こ
ぶ

つ
く

「
奈
」に「
支
」を
つ
っ
こ
む

渇
筆
で
伸
び
や
か
に

▲
墨

　
　

清
水
の
舞
台
可か

ら
見
る
桜
可か

奈な

放
ち
書
き
（
意
連
で
）

傾
き

清

水

の

舞

台

か
（
可
）

か
（
可
）

な
（
奈
）

見

ら

る

桜

幅
広
く

の
び
や
か
に

筆
圧
を
強
め
て
引
き
締
め
る

広
く

▲
墨

▲
墨
継
ぎ

連
綿
（
渇
筆
で
）



競書出品要項
《バーコード出品券の記入の仕方》

「部門」欄が空白のタイプのバー
コード出品券をお使いの方は、色つ
きのバーコード出品券（原本）を白
黒でコピーしたものに、ご自分のよ
く出品される部門を書き入れてから
コピーをとると、出品のとき○をつ
けるだけなので便利です。
出品部門の記載されたバーコード出
品券をお使いの方は、出品部門に○
をつけて下さい。

1、一般版を購読する会員は、会員として登録し、月
例競書の課題を出品し、審査を受けることができます。
⑴�成績は誌上に発表し、優秀作品は写真版とします。
⑵�課題出品は10級から始め、審査によって一階級
ずつ昇級します。
⑶�昇級を認める場合は、氏名の上に○印をつけて
発表しますので、その部門は、次回出品の時は
一階級上の級位で出品して下さい。6 級から 5級
に昇級した場合は課題が変わりますので特に注
意して下さい。
⑷ �1級から八段の方は昇格・昇段試験（6月、9月、12
月、3月と年に4回実施）によって昇格・昇段します。

⑸�昇格・昇段を認めた場合は、昇格・昇段した
段・格位で発表します。次回出品の時は、新し
い段・格位で出品して下さい。 1 級から準初段
に、及び五段から準六段に昇段した場合は、課
題が変わりますので、特に注意して下さい。
⑹�準会友・部門別会友・会友は月例審査、昇格・
昇段試験によって昇格することはありません。
⑺ �4 月に提出する出品作品は 4月号の課題をお書
き下さい。

⑻�出品の際に最新保有段級を見て段級間違いのな
いようにご出品ください。4 月号作品の審査結果
は 6 月号に発表となります。
⑼課題提出期間は厳守して下さい。
⑽封筒には「4月号競書在中」と、朱で明記して下さい。
2、会員登録する時点で、すでにある程度の書歴が
ある方は編入試験を受けて、相当する級位からス
タートできます。「編入試験のご案内」をご覧下さい。
5、二年間全く出品されなかった場合は、会員の登録
が取り消され、休会者として登録します。再度競書
出品をなさる場合、再登録手続きが必要となります。

〈競書送り先・持参先〉
〒101-8358　�東京都千代田区西神田 2−2−3�

公益財団法人  日本書道教育学会�
−4月号競書在中−（朱書）

TEL 03−3234−3956　FAX 03−3234−3548

一般版競書規定

段級を記入してください。（段は
赤で左に漢数字で、級は黒で右
に算用数字で）
作品に記入した段級と一致してい
るか確認してください。このバー
コード出品券がないと成績発表で
きません。

●�バーコード出品券と月別出品券の 2枚が貼られていない作品は、理
由の如何にかかわらず、審査いたしませんのでご注意ください。

教室名　段級位　氏名　会員番号
段級位はこちらに記入して
下さい。（段は赤で漢数字、
級は鉛筆で算用数字）

月別出品券の貼付位置、バーコード出品券
の貼付位置は半紙と変わりありません。

このように一番下に、教室名、氏名（号）、会員
番号を鉛筆で記入して下さい。

教
室
名

段

氏
名

級

赤で漢数字
準会友の方は必ず「準会友」と
お書きください。

毎月不二誌に掲載される月別出品
券（該当部門のもの）を貼付して
ください。これがない作品は、審
査されません。

黒で算用数字

一 般 版
2024. 4 月 号

漢字半紙

《条　幅　部　門》

※�バーコードの発行が間に合わない場合、初回の出品に限りバー
コード出品券は必要ありません。作品左下に「バーコード申請中」
と朱書きしてご出品ください。
※�月別出品券を紛失した場合は一部門ごとに郵便小為替 500 円
（指定受取人欄に公益財団法人 日本書道教育学会と記入）を同
送してください。（切手代用不可）

＊
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
左
か
ら
8
桁
が
あ
な
た
の
会
員
番
号
で
す
。

＊
「
部
門
」
欄
が
空
白
の
タ
イ
プ
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
を
お
使
い
の
方
は
、

出
品
部
門
（
月
別
出
品
券
と
一
致
し
た
も
の
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
色
付
き
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
は
、
原
本
で
す
。
白
黒
で
コ
ピ
ー
し
た
も
の

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

《バーコード出品券・月別出品券の貼り方》

※�段級は部門ごと独立のものです。有段者は5部門に出品できます。（注、
1部門でも有段であれば 5部門〔新和様有段者は新和様条幅を含む
6点〕出品できます。） 1 級以下は 3部門までです。（細字、篆刻、
実用書、一字書は部門数に含まれません。）

4
月
号
月
別
出
品
券

一 般 版

2024. 4 月号

一字書随意

一 般 版

2024. 4 月号

かな半紙

一 般 版

2024. 4 月号

篆刻随意

一 般 版

2024. 4 月号

新和様条幅

一 般 版

2024. 4 月号

新和様半紙

一 般 版

2024. 4 月号

かな条幅

一 般 版

2024. 4 月号

篆刻規定

一 般 版

2024. 4 月号

一字書規定

一 般 版

2024. 4 月号

漢字半紙

一 般 版

2024. 4 月号

実 用 書

一 般 版

2024. 4 月号

漢字条幅

一 般 版

2024. 4 月号

細　　字

〈4月号競書出品期間〉　　　　　　　　　

4月1日（月）〜4月10日（水）必着
最新保有段級を見て出品のこと。

＊5月号は4月1日（月）〜4月3日（水）に発送いたします。
＊5月号誌上発表の成績（3月号競書作品成績）は本会ホーム
ページ（3月27日（水）に更新）でもご確認頂けます。ＩDは 
8095  。

二校 2024.3月号　一般版

締切厳守 締切を過ぎて届いた
作品は審査されません
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初校 2024.12 月号　一般版　※切手代変更

「不二」「ぺんの力」の競書出品には、あらかじめ「新規会員登録」が必要です。
「新規会員登録申し込み書」に必要事項をご記入の上、返信用封筒（切手貼付）と共にお早めにお申し込みください。
お申し込みより１か月ほどでバーコード出品券を発行いたします。

初級版／上級版／中高版／一般版・ぺんの力 〈お問い合わせ・お申し込み先〉
〒 1 0 1－8 3 5 8
東京都千代田区西神田 2－2－3
公益財団法人 日本書道教育学会 会員登録係

☎ 0 3－3 2 3 4－3 9 6 2

①新規会員登録申し込み書

必要事項ご記入の上、手数料と共に会員登録係までお送り
ください。（各種手数料と入金方法は以下の一覧表を参照
ください）

1 . �ご出品いただく誌別を○で囲んでください。
2 . �幼年〜高校生の方は学年をご記入ください。
3 . �お名前・フリガナをご記入ください。雅号をご記入の
方は、雅号での登録となります。

4 . �登録する本人のお住まいの都道府県名をご記入くださ
い。

5 . ��二文字以内で教室名をご記入ください。教室へ所属し
ていない方も教室名の登録が必要です。

　（住所や名前の一部、アルファベット、数字なども可）
6 . �登録する本人の住所・連絡先をご記入ください。本人
住所が未記入の場合、会員登録・バーコード出品券の
発行はできません。

7 . ��教室長または世話係（既に不二誌の購読をされている
場合、代表者の方）がいらっしゃる場合のみ、ご記入
ください。

＊「会費申し込み」欄は現金書留で会費をお送りいただ
く方のみご記入ください。指定口座振込の場合は記入
の必要はありません。

8 . ��教室又は世話係でとりまとめて会誌を購読する場合は
別途部数変更のお手続きをお願いいたします。

9 . ��現金書留で会費をお送り頂いた場合は、「会費申し込
み」に記載された会誌を個人宛てにお送りいたしま
す。なお、会費は前納制となっております。会費の
納入は6ヵ月分または12ヵ月分いずれかでご入金くだ
さい。
※指定口座へお振り込み頂く場合は別途ご案内用紙
「不二誌新規購読申し込みのご案内」を参照ください。
（お手元にない場合は会誌係までご請求ください）

以上を用紙にご記入の上、返信用封筒（定型最大12cm×
23.5cm。住所・氏名を記入、110円切手貼付のこと）、を同封
し、上記までお送りください。現金書留の場合は会費と合
わせて新規登録申し込み書と返信用封筒を同封ください。

■段級復活
「不二」各誌および「ぺんの力」では、 2 年以上どの部
門にも競書出品のない方は、登録者リストより休学者
リストに移行します。
再度競書出品をなさる場合、再登録手続きをすること
で過去に取得した段級が再認定されます。

＊�段級を復活せず10級から始める場合は再登録料は必要ありません
が、会員番号の再登録が必要なため出品前に一度ご連絡ください。

＊�復活希望の学年によっては、当時の段級から切替えが必要になる
場合があります。詳しくは会員規定を参照ください。

必要事項ご記入の上、手数料2,000円と共に会員登録係まで
お送りください。名前や教室名を併せて変更したい場合は
備考欄に記載してください。（変更手数料は段級復活手数
料2,000円に含まれます。）

不二誌購読のご案内
下記手続き用紙が必要な方は会員登録係までお申し込みください。

登録関係　手数料一覧
新規登録

一般版・ぺんの力
無　料
650
650
2,000
無　料

変更
再発行
段級復活
再登録（10 級から）

中高版
無　料
550
550
2,000
無　料

上級・初級版
無　料
500
500
2,000
無　料

ゆうちょ00100-7-325693（(公財)日本書道教育学会 手数料口）※会費口とは別指定口座振込
必要手数料（現金）と申込用紙を同封の上お送りください現金書留
定額小為替と申込用紙を同封の上お送りください定額小為替
教室長のみ（別途付け替え手数料330円がかかります）会費付け替え

■入金方法

■新規会員登録

■バーコードの変更
登録の教室名・名前を変更する方
例…�「千代」教室より「神田」教室へ変更したい。
　　 「不二太郎」より「不二書翠」へ変更したい。
＊�年度の切り替わりで初級版→上級版→中高版→一般版・ぺんの力

に移行する際は、バーコードはそのまま使用できます。

＊�一般版とぺんの力のバーコードは共通です。

■バーコードの再発行
バーコードの原本を紛失し、再発行を希望する方

新規会員の方は10級から出品することを原則としていますが、編入試験は他の会で既に段級を取得し
ている方、通信教育講座や書学院を受講した方で、実力相応の段級に編入を希望する方のために実施
しているものです。詳細は弊会ホームページ（QRコードよりアクセス）をご覧頂くか、編集部まで
お問い合わせください。（公益財団法人 日本書道教育学会 編集部　☎️03-3234-7461）

＜編入試験課題のご案内＞

https://www.nihonshodou.or.jp/fuji/kadai.html

②変更・再発行申し込み書

②変更・再発行申し込み書

③段級復活申し込み書



一般　表4
幅165.5　高さ261.5（センター合わせ）

漢字かな交じり書と漢字造型の二つの新しい書美の探究を目指す

第37回不二現代書展

https://shogakuin.nihonshodou.or.jp/

神田書学院（03）3265-5491
書学院日本書道教育学会 

公益財団法人

書道・ペン・篆刻の教室

古典臨書や写経、作品研究を中心とした特設科コース、
指導者養成セミナー等、多数の講座をご用意しております。

〈会場〉神田書学院（書道学会ビル3・4F）
東京都千代田区西神田2-2-3
TEL 03-3234-3956

4 26〔金〕 〔日〕4 28～

4 月 受 講 生 募 集4 月 受 講 生 募 集

見学随時受付中！

体験入学実施中！ 

4/23（火） 10：00～11：30

4/24（水） 13：00～14：30
18：30～20：00

4/26（金） 18：30～20：00
4/30（火） 10：00～11：30

4/16（火） 10：00～11：30

4/17（水） 13：00～14：30
18：30～20：00

4/19（金） 18：30～20：00
4/20（土） 13：00～14：30

4/16（火） 18：30～20：00
4/23（火） 18：30～20：00
4/24（水） 10：00～11：30
4/30（火） 18：30～20：00

書　道

ペ　ン

4/20（土） 10：00～11：30
4/28（日） 10：00～11：30

篆　刻

◆体験入学スケジュール◆

【主催】公益財団法人 日本書道教育学会  書学院※詳細は本誌64頁をご覧ください。　

右のQRコードから
お申し込みください。

川奈書学院（0557）45-3265

2024

兵庫県立美術館ギャラリー棟3階 ギャラリー
（兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１丁目１－１）

文部科学大臣賞・兵庫県知事賞 他　特別賞作品（公募および役員）
公募賞候補入選および入選作品

展示作品

文部科学大臣賞・兵庫県知事賞 他　特別賞作品（公募および役員）
審査会員および無鑑査作品

展示作品

26日（火） 15時開展～18時（入場は17時30分まで）
27日（水） 10時～18時（入場は17時30分まで）
28日（木） 10時～15時閉展

29日（金） 10時～18時（入場は17時30分まで）
30日（土） 10時～18時（入場は17時30分まで）
31日（日） 10時～14時閉展

令和6年3月26日（火）～28日（木）

令和6年3月29日（金）～31日（日）

第一会期

第二会期

会　場

【主催】公益財団法人 日本書道教育学会
【後援】文化庁・兵庫県・神戸市・神戸市教育委員会

令和 6 年 3 月 25 日印刷　令和 6 年 4月 1 日発行　毎月 1 回 1 日発行
第72巻第 4 号　通巻第850号
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